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六甲山の崩積地植生に関する研究

本郷 真*1･武田義明*2･松村俊和*3

AStudyoftheVegetationonColluvialSlope
inMts.Rokko,HyogoPrefecture,Japan

MakotoHONGO,YoshiakiTAKEDA,ToshikazuMATSUMURA

はじめに

1995年に兵庫県南部地震が六甲山系を直撃 し,六甲山では多数の岩盤崩壊が起き多 くの崩壊性裸地

が形成された.また,過去には水害による崖崩れや土砂流出も数多 く起きている.これは六甲山系に

おいて土壌母材である花南岩類の風化が進んでいるからである.この土砂,磯の堆積 した崩横地には,

立地の安定性や遷移段階の違いによって様々な群落が成立している.しかし,六甲山系におけるこれ

らの植物群落と立地との関係は明らかになっていない.そこで本研究では,この六甲山系の崩横地の

植生の実態と立地との関係を明らかにすることを目的として研究を行った.また,これらの関係を解

明することで早期緑化にも貢献できるものと考えられる.

なお,本論に立ち入るにあたり,本研究に対 し,懇切丁寧なご助言を頂いた姫路工業大学の服部保

教授,里と水辺研究所の赤松弘治氏,浅見佳世氏,兵庫県立入と自然の博物館の石田宏明氏,ならび

に現地調査に多大なご協力を頂いた神戸大学発達科学部植生学研究室,および神戸女学院大学人間環

境科学部の皆様に厚 くお礼申し上げる.

Ⅰ.調査地の概要

1)調査地域

六甲山系は神戸市街の背後に犀風のように東西に連なる.六甲山系は神戸市須磨区付近で海上から

姿を現 し,東に徐々に高度を増 して800m前後の平坦な山頂部を形成 し,やがて宝塚 ･武庫川付近で

高度を急に下げ地中に没する東西30km,南北6kmのややいびつな形をした山地である.約100年をか

けて緑豊かな山に復元された六甲山系はそのほとんどが代償植生で,大半がアカマツ林とコナラ林に

よって占められる.アカマツ林はほぼ六甲山系全域で広 く見られるが,西六甲ではアカマツ枯れによ

る減少が著 しい.アカマツ林はコナラ林と比べてやや乾燥地を好み,痩せ地や岩角地,また尾根筋な

どによく発達 している.コナラ林はアカマツ林に比べてやや湿性地を好むので,地形的には谷筋を中

心に分布 している.コナラ林は六甲山の全域に分布するが西六甲や東灘区の中 ･古生層で多 く見られ

る.以前は六甲山系の70-80%をアカマツ林が占めていたが現在はそのアカマツ林も徐々にコナラ林
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に遷移してきている.

今回の調査は六甲山系において,

西宮市北部より神戸市須磨区に至る

まで,ほほ全域(主に谷部の崩積地)

を対象にしている.調査地点は図 1

に示す.なお,調査期間は1996年

6月-11月であった.

2)調査地の気候

今 回の調査 地点の標高 は50-

720mである.神戸海洋気象台(海抜

58m)の観測(気象庁1958,1959)によ

ると,年間降水量は1,300mm,冬

季降水量 (12,1,2月)は135mmと

少なく,年間平均気温は15.5℃と,

温暖寡雨で特徴づけられる瀬戸内気

候に属 している.また,標高が高い

六甲山測候観測所(865m)の観測(気

象庁1958,1959)では年間降水量は

1,871mmと多 く,年間平均気温 も

10.1℃と低 くなっている.

また,調査地域の気候の特徴を示

すため,神戸 と六甲山の気候ダイア

グラム(Wal暮eretal.1975)を措 き

示 した(図2).

図1.調査地点図
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Ⅰ.調査方法

調査方法は植物社会学的方法(Braun-Blanquet1964,Mueller-Dombois&Ellenberg1974,中曹ら

1983)に基づいている.調査区の面積は3m2-400m2で,各秤落,各調査地点によって異なる.また,

階層を区分 し,階層の高さおよび全植被度を測定した.ただし,階層の高さや数は調査地点により異

なる.

次に,区分された階層ごとに出現種のリス トを作成 し,それぞれの種の被度 ･群度を測定した.檀

名および学名については,新 日本植物誌顕花編改訂版 (大井 1992)および新 日本植物詰シダ編改訂増

補版 (中池 1992)に従った.なお,被度 ･群度の測定にはBraun-Blanquet(1964)の仝推定法を用いた.

Ⅱ.結果および考察

1)群落区分

得られた資料を基に植物社会学的方法に基づいて表操作を行い,同じような出現の仕方をする種群

や似たような組成を持つスタンド群を見つけだし,次のように群落区分 した.群落組成表はTable

1-1,1-2に示 し,Table2に総合常在度表を示 した.

A.エノキームクノキ群集

1.ヤブソテツ下位単位
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2.クマノミズキ下位単位

B.オオバヤシヤブシ群落

1.典型下位単位

2.ケヤマハンノキ下位単位

C.ボタンヅルーウツギ群落

1.典型下位単位

2.ジヤケツイバラ下位単位

D.チチブフジウツギ群落

E.コアカソ群落

2)群落各論

A.エノキームクノキ群集 Aphanantho-CeltidetumjaponicasOhno1979

標徴種及び識別種:ムクノキ,エノキ,ネズミモチ,ベニシダ,ナガバジヤノゲ,イヌビワ,

テイカカズラ,アオキ,シロダモ,アラカシ,カゴノキ,オオバノイノモトソウ,ネザサ,ヤブ

ニッケイ,イノデ,クマワラビ,サネカズラ,ヤブラン,ヤマイタチシダ,ヤマコウバシ,ヤブ

コウジ,トラノオシダ,ヤツデ,ハゼ,キヅタ

本群落はムクノキ,エノキ,ネズミモチなどの種によって識別される.大野(1979)は西日本の

ヤブツバキクラス城の河畔林として,エノキ,ムクノキなどを標徴種および識別種とするエノキt

ムクノキ群集を報告している.本群落もエノキ,ムクノキを識別種に持つことから本群集に同定

した.大野(1979)は本群集の上級単位をエノキームクノキ群団,コナラーミズナラオーダー,ブ

ナクラスに位置づけている.

本群集は,六甲山系南側の布引閃緑花嵐岩帯上に多く分布している.土壌母材である布引閃緑

花尚岩は,六甲花尚岩よりも石英の割合が少なく風化しやすい傾向にあり,群落の立地はやや不

安定である.また,立地は透水性と通気性に優れて肥沃,湿潤な状態にあった.本群集はさらに

2つの下位単位に区分される.

A-1.ヤブソテツ下位単位 cyrtomiumfoutuneisubordinateunit

識別種:ヤブソテツ,ミズヒキ,オオイタチシダ,イタビカズラ,ナナメノキ

本下位単位は高木層にムクノキもしくはエノキが優占していることとヤブソテツ,ミズヒキな

どによって特徴づけられる.群落構造は4-5層からなり,高木層の高さは10-19m,植被率は60

-95%,亜高木層の高さは8-15m,植被率10-45%である.高木層にクマノミズキ,クスノキや

ハゼが混生する植分もある.第1低木層の高さは3-10m,植被率20-60%,第2低木層の高さ1.5

-4m,植被率5-80%である.ともにネズミモチ,ヤブニッケイ,ヤブツバキ,ヒサカキなどの

ヤブツバキクラスの常緑樹種やイロハモミジが優勢である.草本層は高さ,0.3-1.3m,植被率

は3-40%でベニシダ,イノデなどの常緑のシダ植物が多く生育している.本下位単位は山系南

側の布引閃緑花両署帯に多く広がる.

A12.クマノミズキ下位単位 cornusbrachypodasubordinateunit

識別種:クマノミズキ,ムラサキシキブ,ケヤキ,アキニレ

本下位単位は高木層にクマノミズキあるいはケヤキが優占することにより特徴づけられる.階

層は4-5層からなり,高木層は高さ10-19m,植被率45-90%,亜高木層は高さ7-13m,植被率

は5-30%で,コナラ,イロハモミジ,ムクノキ,エノキなども混生する.第1低木層は高さ4-
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9m,植被率は5-90%,第2低木層は高さ2-3m,植被率5-60%で,ともにアオキ,アラカシな

どのヤブツバキクラスの常緑樹種とムラサキシキブ,ヤマコウバシなどの夏緑樹種が混生する.

草本層の高さは0.3-0.8m,植被率は2-65%でありベニシダ,フジ,イタドリなどが生育する.

本下位単位は六甲山系では南側の布引閃緑花尚着帯に分布し,断層上に多い花尚岩質圧砕部に

多く広がっている.ヤブソテツ下位単位よりも若干急傾斜な場所で,やや標高の高い場所に分布

している.

B.オオバヤシャブシ群落 Alnussieboldianacommunity

識別種:オオバヤシヤブシ,クロモジ,ヤブムラサキ,リヨウブ,キブシ,マルバアオダモ

本群落はオオバヤシヤブシ,クロモジなどによって区分される.高木層もしくは第1低木層に

オオバヤシヤブシが優占し,コナラ,ノグルミなどが混生する植分もある.

本群落は六甲花尚岩帯に多く分布している.また,カバノキ科ハンノキ属のオオバヤシヤブシ,

ヒメヤシヤブシは放線菌と共生し菌根を形成して,花南岩帯の尾根部にもよく生育するという特

徴を持つ.そのことから,オオバヤシヤブシは本来六甲山系に分布の無かった種であるが,現在

では砂防緑化のため多く植林されている.なお,本群落はさらに2つの下位単位に区分される.

B-1.典型下位単位 Typicum subordinateunit

典型下位単位はケヤマハンノキ下位単位に見られる識別種を欠くことにより区分される.階層

構造は3-5層からなり,高木層は高さ10-14m,植被率は40-85%でありオオバヤシヤブシが優

占し,クマノミズキ,アカメガシワなどが混生する.第1低木層は高さ2.5-7m,植被率10-70

%,第2低木層は高さ2-2.5m,植被率10-40%で,リョウブ,ウツギ,キブシなどが生育し,辛

本層は高さ0.5-0.8m,植被率10-60%で,チヂミザサ,ヨシノアザミやつる植物のアケビ,ヤ

マノイモなどが混生する.

本下位単位は六甲山系南側に多く分布している.六甲花尚岩帯に多く立地場所は石磯,砂磯が

混じり,透水性に優れ,平均出現種数も多い.

B-2.ケヤマハンノキ下位単位 Alnushirsutasubordinateunit

識別種:ケヤマハンノキ,アカマツ,ヒメヤシヤブシ,夕こウツギ

本下位単位はケヤマハンノキ,アカマツなどによって区分される.階層は高木層を欠くことも

あり,3もしくは4層からなる.高木層は高さ7-8m,植被率50-60%,第1低木層は高さ3-6m,

植被率25-95%で,両方にオオバヤシヤブシ,ヒメヤシヤブシ,ケヤマハンノキが優占する先駆

低木群落である.アカマツヤリョウブが混生する林分もある.第2低木層は高さ1.5-3m,タニ

ウツギ,ウツギ,キブシなどが混生する.草本層は高さ0.3-1m,植被率15-55%で,ススキ,

チヂミザサなどが生育する.本下位単位は,六甲山系の北側にのみ分布し,川沿いの低傾斜な横

地に多い.また大半が六甲花尚着帯に広がっている.標高400m以上のやや高い所に分布してお

り,六甲山系の中では比較的冷涼な場所に立地している.

C.ボタンヅルーウツギ群落 clematisapilfolia-Deutziacrenatacommunity

識別種:ウツギ,アケビ,スイカズラ,ボタンヅル,クズ

本群落はボタンヅルとウツギを優占種としている林縁性低木-つる植物群落である.群落構成

種は上記の優占種のほかに,スイカズラ,ミツバアケビなどのつる植物,ノイバラなどの低木類,

チヂミザサ,イタドリがある.草本層にも低木層と同じフジ,アケビなどのつる植物やイタドリ
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が生育する.

本群落はボタンゾルやウツギが優占していることと,種組成が多数のつる植物によって特徴づ

けられることよりボタンヅルーウツギ群落(村上 1983)と同等のものと思われる.上級単位はボ

タンゾル-モミジイチゴ群団,ノイバラクラスに位置づけされるものと考えられる.

本群落は六甲山系に広く分布し,地質などに依存しない.分布標高も165-720mと様々である.

渓谷部の硬質地や崩壊地斜面,スギ植林の林綾部など,日当たりの良い所に転々と帯状に分布す

る.本群落はさらに2つの下位単位に区分される.

C-1.典型下位単位 Typicum subordinateunit

本下位単位は,ジヤケツイバラを欠くことにより区分される,高木層を欠き,階層は2もしく

は3層構造からなり,低木層の高さは1.5-5mでクズ,ボタンヅル,フジ,アケビといったつる

植物が全体を被う.草本層は高さ0.3-1m,植被率は1-70%である.調査地点は斜面下部に位置

する崩壊地である.右横が多数存在している.

Cl2.ジヤケツイバラ下位単位 Caesalpiniajaponicasubordinateunit

識別種:ジヤケツイバラ

本下位単位はジヤケツイバラの出現によって区分される.階層は2もしくは3層からなり,高

木層を欠き,低木層は高さ2-3.5mであり,低木種のウツギ,イボタノキ,つる植物のジヤケツ

イバラ,アケビ,フジなどが優古するマント群落である.低木層の植被率はほぼ100%に近い.

草本層の植被率は平均約10%であり,アケビ,シロヨメナ,フジなどが低被度で生育する.

本下位単位は全ての調査地点が崩壊地の斜面中部の石磯地に分布していた.また,傾斜も急で

ある.よって水分条件が他群落より悪く,平均出現種数が少ないのが特徴である.

D.チチブフジウツギ群落 Buddlejadavidiicommunity

識別種:チチブフジウツギ,オオアレチノギク

本群落はチチブフジウツギ,オオアレチノギクで区分される.高木層を欠き,階層は2もしく

は3層からなる.群落高は2-5m,低木層は植被率50-70%でチチブフジウツギが優占し,草本

層は高さ0.5-0.8m,植被率3-40%でヨモギ,ススキ,ヘクソカズラなどが生育する.またヨ

モギ,アカメガシワ,ヌルデ,ススキといった遷移初期段階で侵入する種が高頻度で出現する.

本群落は,堰堤沿いなどの流れが緩やかになる,傾斜が10度以下の所にパッチ状に分布する.

その立地は,水の営力により運ばれた花尚岩などを母体とする風化砕屑物で,多くの石磯や砂襟

を含み,透水性や通気性には優れるが貧栄養である.

E.コアカソ群落 Boehmeriaspicatacommunity

識別種:コアカソ

本群落は1層よりなる群落である.植分の高さは0.8-2mと低 く,植被率は75%以上になり識

別種であるコアカソが優占している.また,チヂミザサ,イタドリ,ハナタデ,ミズヒキ,ツユ

クサ,へクソカズラ,ヤマアジサイなどの種が草本層に生育している.

本群落の成立地はほとんど六甲花尚岩質であり,河川による浸食,堆積が活発に進行している

所の磯質堆積物の上に成立し,不安定である.土壌の欠乏やその貧栄養性,重力による移動など

の要因により,植物は一般に疎生し,群落高が低い.川沿いに帯状に分布することが多い.また,

崖に沿って立地したり,気温の上がりにくいN-NE斜面に分布するなど,周囲の環境条件によ
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り日照が少なく気温が上昇しにくいところが多い.このことより,本群落は六甲山系では比較的

冷涼な場所に立地することがわかる.

3)生活形組成

各群落の群落生態的特徴を見るために,それぞれの群落の生活形組成を百分率で図3にB)示した.

生活形は常緑高木,常緑低木,常緑つる,常緑草本,夏緑高木,夏緑低木,夏緑つる,夏緑草本,辛

常緑つると9つに区分した.

q 常 緑 高 木 ■ 常 緑 つ る qED落 #L高 木 園 落 薬 つ る [コ 半 常 緑 つ る

A 常 緑 低 木 l～ 常 緑 33:本 【コ 落 鄭喜低 木 【ヨ 落 果 草 本

100%

図 3.各 群 落 の 生 す古形 スペ クトノレ
A.エノキ-ムクノキ群≠柊 D.チチプフジクツギ群落
B.オオ/くヤシ㌧ヤプナシ群落 E コアカソ群落
C.ボタンヅノレークツギま伴ラ客

エノキームクノキ群集は,常緑種が538%と半分以上を占める.特に,ネズミモチ,アオキといっ

た常緑低木種とベニシダ,イノデなどの常緑草本種の割合がそれぞれ19.2%,15.4%と高い.

オオバヤシヤブシ群落は夏緑低木種が31.3%,夏緑草本種が25.0%を占める.また,オオバヤシヤ

ブシ,マルバアオダモ,リョウプなどの夏緑高木種の割合が167%あり,他群落と比べて高い

ボタンゾルーウツギ群落はボタンゾル,アケビ,フジなと､のつる植物の割合が269%と高いのが一

番の特徴である.つる植物の大半が陽地性の夏緑草本種である.原(1985)によるとつる植物は年平均

降水量が500mm以上の所に分布 し,温暖で湿潤なほど多くの種が出現すると記している,本群落の

分布は気温の上が りやすいS-SW斜面に多く分布 しており,六甲山系の中でも比較的日当たりが良

く温暖であることと,水分条件が良好なこと,そして立地が不安定なことから,高木種の侵入が難し

く,つる植物の割合が高 くなったと考えられる,また,夏緑草本種が30.8%,夏緑低木種が192%を

占めろ.

ナチプフジウツギ群落はオオアレナノギク,ヨモギ,ススキといった草本種の割合が67.7%と3分

の2を占め,木本種の生育は少ない.これは群落の立地位置が貧栄養か,群落形成が行われて間もな

いかのどちらかの理由であろう.また,夏緑低木種が16.1%を占める.

コアカソ群落は常緑樹種が4.8%と少ない.これは,本群落が不安定立地上にあり,林床の光環境

が悪いことから侵入が困難であると考えられる,また,高木種は全 く生育していない.このことは,

本群落上において河Jlrの浸食 ･堆積作用,重力による移動が活発に進行しているため撹乱が高頻度で

起きており,遷移の初期段階の群落であることだからであると考えられる.また,夏緑草本種が476

%,夏緑低木種が38.1%を占める.

崩横地植生全体として,夏緑草本種の割合が高 くなる傾向が認められた.崩横地が撹乱の多い立地
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にあり,崩横地全体の林床の光環境が良好であることからであると思われる.また,撹乱頻度が高く

なるほど常緑種の生育が少なくなり,生活形組成の差異に影響を与えていた.

4)種子散布型

種子散布は植物の新しい土地への侵入や,群落の形成,分布の拡大などに不可欠である.今回は,

崩横地にどのように植物が侵入してきたかを推測するために,各群落の種子散布型スペクトルの比較

を行った(図4).なお,種子散布型は中西(1994)に基づいている.

l

E ll■■ 被 食 動 物 1枚布 ロ メ乱散 布 I Cl動 1枚布 【コ そ の 他
∈ヨ 付 着 物 物 撒 布 lⅢ 王圧力 散 布

図 4.各 群 落 の 種 子 散 布 型 ス ペ クトノレ
A エ ノキ ー ム クノキ 納≒≠お D. チ チ プ フ ジ クツ ギ 召羊軍容
B オ オ /くヤ シ.ヤフ戸シ鮮 落 E コア カ ソ壬洋落
C. ボ ダニ/ニ′ノレ- クツ 二軍群 落

エノキ-ムクノキ群集においては被食動物散布種が538%と半分以上を占める.被食動物散布種は

ムクノキ,エノキ,ネズミモチなどの木本種がほとんどである.これから崩壊地への侵入や群落形成

に被食動物散布が重要であることがわかる.また,風散布種は被食動物散布種の半分の14種26.9%で.

半数の7種がシダ植物であった,

オオバヤシヤブシ群落では低木種のナガバモミジイチゴ,クロモジなどの被食動物散布種が42.6%

を占め,風散布種の方が38.3%と少ない.しかし,オオバヤシヤブシ,ケヤマハンノキなどの高木種

が風散布種であることから,まず崩壊地に風散布種が侵入し,その後に被食動物散布種が侵入したと

思われる.このことから本群落の成立には被食動物散布,風散布の双方が重要な役割を果たしている.

ボタンヅルーウツギ群落は被食軌物散布種が42.3%,風散布種が30.8%,重力散布種が11.5%を占

める.被食動物散布種にはアケビ,スイカスラ,イポタノキなどがあり,風散布種にはウツギ,ボタ

ンヅル,イタドリなどがある.これら2つの散布型すべてが群落の形成には重要である.

ナチプフジウツギ群落は風散布種が51.6%と大半を占める.風散布種にはナチプフジウツギ,オオ

アレナノギクなどの群落区分種やヨモギ,ススキといった調査区に高頻度で出現する種が含まれてい

る.本群落の分布地は浸水,堆積などの撹乱が頻繁に起こり,裸地状態に近くなることもある.この

際に広範匪=こ分布を広げることの可能な風散布種が侵入してきたものと思われる.また,チヂミザす,

アメリカセンダングサなどの付着動物散布種の割合が16.1%と他群落と比べて高いのも特徴である.

コアカソ群落はウツギ,イタドリなどの風散布種が38.1%,ヘクソカズラ,アケビなどの被食動物

散布種が33.3%と多い.なお,重力散布種は全体の19.0%を占める.

これらをまとめると,エノキームクノキ群集は鳥散布,ナチプフジウツギ群落,コアカソ群落は風

散布,オオバヤシヤブシ群落,ボタンヅルーウツギ群落は被食動物散布と風散布の両方が群落形成に

重要な役割を担っていることがわかった.また,撹乱頻度が高いほど風散布種の割合が高くなる傾向

が認められた.
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まとめ

六甲山系崩積地の植生を群落区分した

結果,A.エノキ-ムクノキ群集 (1.ヤ
ブツバキ下位単位,2.クマノミズキ下位

単位),B.オオバヤシヤブシ群落 (1.輿
型下位単位,2.ヒメヤシヤブシ下位単位),

C.ボタンヅルーウツギ群落 (1.典型下

位単位,2.ジヤケツイバラ下位単位),

D.チチブフジウツギ群落,E.コアカソ

群落の1群集4群落6下位単位が認めら

れた.これらの群落成立には撹乱頻度が

tt .< 糾 丘 > 書

t軸 < 主丁生活廿 > 暮本

書暮榊 t布< 主暮書手散布 L.- LJL徽布

図5.各群落の特性

関係していて,撹乱頻度の高いものから

低い順に並べると,コアカソ群落,チチブフジウツギ群落,ボタンヅルーウツギ群落,オオバヤシヤ

ブシ群落,エノキームクノキ群集となる.また,撹乱頻度が高いほど草本種と風散布種の割合が高く

なる傾向が認められ,撹乱頻度が低いほど常緑種と被食動物散布種の割合が高くなる傾向が託められ

た(図5).

Summ ary

ln1995,astrongearthquakeoccurredinSouthem-EastAreaofHyogo,Japan.InMt.Rokko,there

weremuchoflandslidecausedbytheea血quakeandmuchofcolluvialslopegenerated.Thecolluvial

slopeareneededtobecoveredsafelybymeansofafforestationandsoon･Inthisstudy,weinvestigated

thevegetationonthecolluvialslope atfirst.Secondly,weoperatedthedatabymeansofphytosociological

procedureonthetableandclassefiedofthevegetation･Astheresultofthemethod,thevegetation

wasdividedintooneassociation,fourcommunitiesandsixsubordinateunits:

A.AphananthoICeltidetum JaPOnicaeOhno1979

Thiscommunltyisdistributedonsouthem loweraltitudeareaofMts.Rokko.Thedistributionof

thiscommunltyislikelytobealonggorgeswhosemainparentmaterialisNunobikigranodiorite.The

sitekeepshigh moistureandhasfertilesoil･Maincomponentsoflife-form anddispersaltypeinthis

communltyareevergreenSpeciesandendozoochoryspecies･

1.CydomiumfouLuncisubordinateunit

ThissubordinateunitisdistributedonslightlystablesiteratherthanCornusbrachypoda

subordinateunit.

2.Col･nuSbrachnodasubordinateunit

ThissubordinateunitisdistributedonunstablesiteratherthanCyrtomiumfortunei

subordinateunit･Thedistributedsiteisonfaultandcomposedbymylonite.

B.Alnussieboldianacommunity

ThiscommunityisdistributedmainlyonunstablesitecomposedbyRokkogranite.Main

componentsoflife-form anddispersaltypeincommunltyareSummer一greenSpecies

andanemochoryspecies･

1.Typictlm Subordinateunit

ThissubordinateunitisdistributedallofMts.Rokko.

2.ALnushilTSutaStlbordinateunit
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ThissubordinateunitisdistributedNorthem partofMts.Rokko.

C.ClematisapizfoLia-DeutziacT･etZaLacommunity

Thiscommunltyisdistributedmainlyonforestedge･Maincomponentsoflife-form and

dispersaltypeareclimbingplantsandanemochoryspecies.

1.Typicum subordinateumit

Thissubordinateunitisdistributedonlowersiteofslopeongorge.

2.CaesalpiniaJaPOm'casubordinateumit

Thissubordinateunitisdistributedonmiddlesiteofslopeongorge.

D.BuddLejadavhliicommunity

Thiscommunityisdistributedonsedimentaffectedbywater･Maincomponentsoflife-form

anddispersaltypeincommunltyareherbspeciesand.anemochoryspecies.

E.BoehmeTiaspicatqcommllnity

ThiscommunltyisdistributedonthemostunstablesitecomposedbyRokkogranitealonga

river･Maincomponentsoflife~form anddispersaltypeincommunltyareherband

summer一greenspeciesandanemochoryspecies.
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Table2.FloristicsynthesistableofthevegetationoncoHuvials)opeinMts.Rokko
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J4phanantJleaSPera
Dryoptenserythrosora
Oph/opogonohwIJ
LJBlノStrVmJaPOnJIcum
F/cueerecta
Trache/ospe〃77uJTTaSIatICumVar/'ntermedJum
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